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統 計 グ ラ フ ・絵 文 字 ・写 真
一 ノイ ラー トの アイソタイプ とザ ンダーの写真 とを結 びっ ける もの 一
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たって彼か ら多大な影響を受 けている。彼 は





3)ア ル ンツと ノイラー ト
アル ンッは,1926年春 にデュ ッセル ドル フ
78
でノイラー トと知 り合う。両者を引き合わせ
たのは,ノ イラー トと親 しい友人の美術評論
























り,アル ンッがザ ンダーの写真を意識 してい
た可能性は高い。
という実証科学的基準 とロマン主義的説話性
との奇妙な融合が彼の写真作品の本質的特徴
である。ザンダー自身は,目標は 「同時代の
ドイッの人々の観相学的な定義」だったと述
べているが,観相学を持ち出す彼の考え方は,
アイソタイプのもう一っの側面,す なわち統
計グラフの輪郭線が表現する対象にっいてノ
イラートが語 っていたことばを想起させる。
ノイラートもまた,自殺者数,出 生率,住 宅
数などの多元的な尺度にもとついて統計グラ
フが描き出す社会像を 「社会の相貌」と呼び,
グラフを 「シルエッ ト」と呼んでいたのであ
る。言うまでもな くシルエットとは写真の発
明直前の18世紀末に大流行 した観相学の立て
役者,ラ ーヴァターが 「もっとも真性な言語」
と呼んだ表現形式であった。
6)「近代社会」の視覚化
ザ ンダーもノイラートも描写の対象とした
のは,「近代社会」 という抽象的な存在その
ものである。写真家ザンダーは写真によって,
社会学者ノイラー トはグラフによってこの課
題に対処 した。両者の接点に見 られた観相学
的要素は,19世紀全般を通 じて科学 と芸術双
方の領域に遍在 しており,明 らかに両者の試
みはこの系譜に連なっている。 こうした歴史
的性格が,双方のあいだの偶発的関連性に一
定の根拠を与えていると思われる。
5)写真と統計グラフ
ザンダーの写真が社会的分類体系に基づい
て撮影されていたとしても,「20世紀の市民」
で彼が構想 した個々の写真の配列の基準 は,
社会学的な規範か らはほど遠いもので,じ っ
さいにはゲーテ出自のシュペ ングラーの形態
学/観 相学に影響を受けた円環構造,つ まり
説話的な構造に依拠 していた。客観的な記録
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